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青年期ダウン症者の自己制御機能と特性的自己効力感との関係
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RelationshipsbetweenSelf-regulationandSelf-efficacy
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本研究の目的は,青年期ダウン症者の自己制御機能と特性的自己効力感の関係

について明らかにすることである｡青年期ダウン症者25名の自己制御機能と特性

的自己効力感について測定し,特性的自己効力感の高低により対象者を2群に分

けて,自己制御機能の得点差について分析した｡その結果,特性的自己効力感が

高いダウン症者は自己主張面の3つの下位次元である｢能動性 ･主体性｣,｢拒否 ･

強い自己主張｣,｢友人への積極性｣の全てにおいて得点が高かった｡しかし,

自己抑制面の4つの次元においてはいずれも自己制御機能の得点に有意な違いは

なかった｡従って,特性的自己効力感は自己主張面全般にわたって影響を及ぼし

ているものの,自己抑制面には影響を与えていないと推察された｡自己抑制面の

下位次元は多様な結果や要因を考慮する必要があり,自己効力理論を展開するに

は限界があると考えられた｡

Thepurpose ofthisstudy wasto examinetherelation between

self-regulation and generalized self-efficacy in adolescentswith Down

syndrome.Subjectswere25adolescentswithDownsyndromementalaged

from 6.0to8.8.Thequestionnaireofself-regulationconductedbytheir

classroomteachersorcareglVerS;andtheassessmentofadolescent'Sefficacy

wasindividually performed by firstauthor.Astheresult,therewere

slgnificantdifferencesselトassertionscoresbetweenhighandlow score

groupsofgeneralizedself-efficacy.But,therewerenoslgnificantdifferences

self-controlscoresbetween high and low scoregroupsofgeneralized

self-efficacy.Thisindicatesthelimitationofthisself-efficacytheoryto

explaihtheself-control,whichneedconsideringthedemandsorintentionsof

themselvesaswellasothers.
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Ⅰ,問題と目的

青年期ダウン症者の心理発達において,行動統制に関わる自己制御機能 (self-regulation)

が重要な心理的機能となることが指摘 (Pueschel,199616);Cuskelly&Gunn,19974))

されている｡自己制御機能とは,自分の意志 ･意図に基づき自ら行動を統制する働きと定

義され その構成は自己主張面と自己抑制面からなる (Thorensen&･Mahoney,197419);

柏木,19886);山崎 ･白石,199321))｡ダウン症者の発達レベルを考慮した場合,自己制

御機能は青年期において重要な発達段階をむかえることが指摘 (Joblgin&Cuskelly,

20005))されている｡そして,これまでにも青年期ダウン症者を対象として実証的な研究

(Joblgin&Cuskelly,20005);小島 ･池田,2000a7);b8);2001a9);blO);Kojima,

Ikeda,Kanno,Hashimoto,&Hosokawa,200112))が取り組まれてきた｡

青年期ダウン症者の自己制御機能に関する特徴としては,自己主張面では抗議や拒否な

どの明確で強い自己主張に関しては優れているものの,主体性が求められる場面での意思

表示や積極的に物事に取り組むことに関して課題であると報告 (小島 ･池田,2000a7))

されている｡自己抑制面では,学校生活などでの規則を守ることに関しては優れているも

のの,自分の要求が受け入れらない場面などの感情抑制に関しては課題とされることが報

普 (小島 ･池田,2000a7))されている｡そして,自己制御機能に関わる要因としては,

他者感情推測能力 (表情認知能力 ･状況認知能力),社会的視点取得能九 性格特性,感

情理解などが検討されてきた (小島 ･池田,2000a7);b8);2001a9);blO);200211);

Kojimaeta1.,200112))0

ところで,健常児 ･者を対象とした研究では,自己制御機能と関連がある要因として,

自己効力感 (selトefficacy)が指摘されている｡自己効力感とは,ある状況において結

果を達成するために必要な行動をどの程度できるかという予測であり,自己の行動に対す

る可能性の認知とされている (Bandura,19771))｡自己効力感は,明示されている種々

の遂行を達成する行動の道筋を組み立て,かつ実行できる可能性があるかどうかの個人の

判断と換言される (Bandura,19862))｡そして,自己効力感は自己制御機能のシステム

に含まれる重要な要因とされている (Bandura,19913))0

なお,自己効力感には2つの水準がある (Bandura,19771))0 1つは,特定の課題や

場面において影響を与える特定場面における自己効力感である｡もう1つは,特定の場面

や状況に依存するのではなく,より長期的かつ一般化したものであり,いわばその人の人

格特性的な要素をもつ自己効力感であり,特性的自己効力感とも言われる｡特定場面にお

ける自己効力感については,健常児や青年期ダウン症者を対象としても研究が取り組まれ

ている｡健常児を対象とした先行研究 (Wheeler&Ladd,198220)) では,健常児の抱く

自己効力感や同じ測定尺度による評価と教師や仲間との間に有意な相関が認められ,行動

の予測値として機能することが示唆されている｡また,青年期ダウン症者を対象とした先

行研究 (小島 ･池田,2001a9))では,自己主張面の ｢能動性 ･主体性｣と ｢拒否 ･強い

自己主張｣,自己抑制面の ｢待機行動｣と ｢規則への従順｣において実際の行動と関係が

あると報告されている｡一方,特性的自己効力感については,健常者を対象とした研究も

いくつか報告 (三宅,200015);成田 ･下仲 ･中里 ･河合 ･佐藤 ･長田,199514);坂野 ･

東候,198617);Sherer,Maddux,Mercandante,Pretice-Dunn,Jacobs&Rogers,198218))

されてきているものの,まだそれほど多くない現状である｡知的障害者を対象とした研究
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においては,知的障害者用の尺度が開発され特性的自己効力感の特徴が健常児 ･者との比

較から報告 (Kojimaeta1.,200112)) されている｡しかし,知的障害者の実際の行動と

どのような関係にあるのかは明らかにされていない｡

特性的自己効力感は,状況や場面に依存しないため,青年期ダウン症者の日常の一般的

行動に対して長期的に影響を及ぼしていると予想される｡青年期ダウン症者の行動に対す

る発達支援を考えた場合に,まずは特性的自己効力感がどの領域の行動に対して影響を及

ぼしているのか明らかにする必要がある｡そこで,本研究では青年期ダウン症者を対象と

して自己制御機能と特性的自己効力感の関係を明らかにすることを目的とする｡

Ⅱ.方法
1.対象者

対象者は養護学校及び特殊学級,作業所に在籍するダウン症者25名 (男13名,女12名)

であった｡担任の教員及び担当の職員に予め本実験の説明を行い,実施可能であると判断

された精神年齢5歳以上の対象者に対して実施した｡対象者の生活年齢及び精神年齢は,

Tablelの通りである｡

Tablel 対象者の生活年齢及び精神年齢

生活年齢 精神年齢

平均 16.86 7.01

標準偏差 2.34 0.72

範囲 13.6-22.0 6.0-8.8

･精神年齢は,田中 ･ビネ-知能検査法により測定した｡

2.質問紙と測定内容

(1)特性的自己効力感の測定

特性的自己効力感の測定は,Kojimaら (200112))が作成した ｢知的障害者の特性的自

己効力感尺度｣を用いた｡この尺度は,全部で14項目からなるが,先行研究において,伝

頼性及び妥当性は証明されている｡具体的な質問項目は,Table2の通りである｡

Tab一e2 知的障害者用特性的自己効力感尺度

項 目

1 自分がやることは,うまくできる自信がある｡
2 新しい友達をつくることは,上手だ｡
3 しっぱいしても,いっしょうけんめい,がんばろうとおもう｡
4 何かをやろうとおもったら,すぐに,やりはじめる｡
5 自分から,友達をつくることはうまい｡
6 むずかしいことでも,がんばろうとおもう｡
7 おもしろくないことでも,最後までがんばる｡
8 新しいことをやりはじめて,最初につまづいても,すぐにあきらめなL,
9 最初は友達になれそうでない人でも,がんばって友達になろうとする｡
10 しなければならないことは,すぐにやりはじめる｡
11 最初はうまくできないことでも,できるまでやり続ける｡
12 自分にとって,大切なことは,うまくできるとおもう｡
13 人にたよらないでも,いろいろ自分で,できるとおもう｡
14 たくさんの人の中にはいっても,何でも上手にできる｡
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Tab一e3 知的障害者の自己に関する行動調査質問紙
質 問項 目

自己主 張面

｢能L動 性 .主 体性 ｣

意 見 を聞 いた り,感 想 を求 め る と, 自分･な りの考 えや感想 を 出す｡
他 の友 達 と自分 q)意 見 が違 って い る と臆 せ ず主 張 す るo

他 の友達 に 自分 の考 えや ア イデ ィア を話 す｡

社 会見学 等 の買 い物 場面 で 自分 の考 えて い る もの を買 え る｡

自分 の考 えや意見 を 自分 か ら述 べ る｡

持 久走 大 会 な どで苦 し くな った時 に 自分 で その こ とを伝 え られ る｡

数種類 の学 習活動 を設定 した場面 で , 自分･の挑 戦 した い場 を選 択 で きる｡

体調 の悪 い時 に訴 え る こ とがで きる｡

将来 の進 路 につ いて 自分 の考 えを意 思表 示 で きる｡

学 習 の時 に,教 材 の選択 場 面 で 自分 の好 きな教 材 を選 択 で きる｡

自分 のや りた い係 り活動 や役 割 を意 思表 示 で きる｡

自分 が何 かを した い時 に許 可 を求 め る こ とがで きる｡
感 想 を求 め られた時 に何 らかの感一情や気持 ち を示 せ る0

｢手巨否 ･強 い 自己主 張｣

自分の順番に他の人が割 り込んできた時,｢いけない,私の番だ｣ と意思表示を示す｡
友 達 に意地 悪 され る と ｢や めて くれ｣ と意志 を示 す｡

嫌 な こ とは は っ き り嫌 と意志 を示 す｡

友 達 に惑 わ され ず に 自分･の や りた い こ とを意 思表 示 で きる｡

自分 の期 待 した もの と違 う もの が渡 され た時 ｢違 う｣ と意 思表 示 す る｡

遊 び た い玩 具 を友達 が使 って い る時,｢貸 して｣ と意 思表 示 を示 すO
して ほ しい こ と,ほ しい もの をは っ き り大 人 に締 め る｡

他 の友達 の言 いな りにな る｡

他人 の助 け が欲 しい時 お願 い で きる｡

自分 の や りた い こ と,楽 し く感 じて い る こ とを意 思表 示 で きる｡

｢友 人 への積極こ性 ｣

自分 のや りた い遊 び を友達 を誘 って始 め られ る｡
人 か ら促 され な い と行 動 が起 こせ な い｡

遊 び た い友 達 を 自分 か ら誘 って遊 べ る｡

入 りたい遊 び に 自分･か ら ｢入 れ て｣ とい う意 思表 示 を示 す｡

自己抑制面

｢待機 行動 ｣

｢後 であげ ます｣ と言 えば待 て る｡

｢しては いけ な い｣ と言 われ た こ とは しな い｡

｢ち ょっ と待 って いな さい｣ で待 て る｡

遊 び の 中で順 番 を待 て る｡

友達 の物 や他 の人 が使 って い る玩 具 が ほ しい とす ぐに とる｡

給 食 や おや つが酉己られ るの を待 て る｡

健 診 の時 な どは指示 に従 う｡

｢他者 との協.調 性 ｣

指示 され た こ とが苦 手 な こ とや難 しい こ とで も遂 行 で きるO

他 の人 の もの が欲 し くて も我一慢す る.

仲 間 と意 見 が くい違 った時 には願 望 を抑 え る｡
自分 には不都 合 だ った り損 な こ とで も他 の人 の ため にゆず れ る｡

イ中間 と膏:児 が適 う時 ,相手 の意 見 をf受け入 れ られ るO

教 師 に話 しかけ た時 ,他 の人 が話 して い る間待 って い られ る｡

｢感情抑 制｣
した い こ とを とめ られ る とや め る｡

悲 しいこと,くや しいこと,つらいことなどの感情をすぐに爆発させずに抑えられる｡

集 団の 中で我一慢で きる｡

要 求 が受 け入 れ られ な か った時 に かん しゃ くを起 こす｡

｢規則 への従順 ｣

課 せ られた仕事 を途 中で放 りだ さないで ,最 後 まで や り通 す｡

しては いけ な い時 があ る こ とが わ か り,や め る｡

他 の人 と同 じ物 を欲 しが る｡

休 み時 間 と授業 中の 区別 がで きな い｡

遊 び た くて も係 りの活動 な ど しな ければ な らな い こ とが で きる｡

給食 や おや つの時 , 自分･の好 きな もの を他 の人 の分 まで食 べ て しま う

授 業 中 に他 の こ とに興 味 が うつ り離 席-す る｡
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(2) 自己制御機能の測定

自己制御機能の測定は,小島 ･池田 (2000a7))が作成した ｢知的障害者の自己に関す

る行動調査質問紙｣を用いた｡この質問紙は,自己主張面と自己抑制面の2領域から構成

されており,自己主張面の下位次元として ｢能動性 ･主体性｣｢拒否 ･強い自己主張｣｢友

人への積極性｣の3つがあり,自己抑制面の下位次元として ｢待機行動｣｢他者との協調

性｣｢感情抑制｣｢規則への従順｣の4つがある｡本質問紙の具体的内容はTable3の通り

である｡

質問紙は学校の担任の教員が記入する他者評定であり,｢ほとんどない｣から ｢きわめ

ておおい｣までの5件法である｡質問紙の信頼性 ･妥当性は,先行研究 (小島 ･池田,

2000a7))において証明されている｡

3.手続き

(1)特性的自己効力感

測定は,実験者 (筆頭著者)と対象者の1対 1の面接によって行われた｡最初に実験者

が ｢これからいくつかの文章を読んでもちって,回答をしてもらいます｡もし,分からな

いことがあったら,教えて下さい｣と説明をした｡次に,回答を5件法で答える必要があ

ることを説明した｡その後,対象者自ら一文づつ読んでもらい,回答を求めた｡なお,対

象者が1つの質問項目でも ｢分からない｣と答えた場合は,実験を中止した｡

(2) 自己制御機能

自己制御機能の測定は,対象者を直接担当する養護学校の教員及び施設職員に記入を依

頼した｡

4.得点化

(1)特性的自己効力感

特性的自己効力感の得点は,対象者の評定尺度に基づき1から5点の得点化を行った｡

得点が高いほど,特性的自己効力感が高いという結果になっている｡

(2) 自己制御機能の得点

自己制御機能の得点は,評定尺度に基づき1-5点の得点化を行った｡｢知的障害者の

自己に関する行動調査質問紙｣は逆転項目を含んでいるため,これら質問項目は得点を逆

転させた｡従って,得点が高いほど自己制御機能の発達が良好であり,特性的自己効力感

が高いという結果になっている｡

Ⅲ.結果

特性的自己効力感の平均得点は,48.44点 (SD:9.88)であった｡性別による得点を算

出した結果,男 (n-13)が50.00点 (SD:ll.62)で女 (n-12)が46.75点 (SD:7.74)

であった｡t検定を行った結果,有意差はなかった (両側検定 :t(23)-0.83,p>.05)0
従って,ダウン症者の特性的自己効力感について,性別による得点の違いはないことが明

らかとなった｡

特性的自己効力感と自己制御機能の関係と検討するために,自己主張面と自己抑制面の

下位次元ごとに特性的自己効力感の高い群と低い群で2群に分けて,平均得点を算出した｡

その結果は,Table4の通りである｡
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Tab一e4 特性的自己効力感の高群と低群の下位次元の得点

高自己効力感群 (n-12) 低自己効力感群 (n-13)

平均得点 標準偏差 平均得点 標準偏差

く自己主張面)

能動性 ･主体性 3.14 0.43 2.68 0.53

拒否 ･強い自己主張 3.67 0.47 3.08 0.90

友人への積極性 3.67 0.77 3.02 0.84

く自己抑制面)

待機行動

他者との協調性

感情抑制

規則への従順

0

1

4

8

8

0

4

6

3

∩､U
3

3

1

8

2

5

7

ハhU
9

ハhU

0

0

0

0

7

9

9

ハhU

7

8

1

5

3

リヽ1
3

CヽU

5

3

2

2

5

4

6

6

0

0

0

0

特性的自己効力感の高い群と低い群の自己制御機能の得点差についてt検定により検討

した｡その結果,自己主張面の下位次元である ｢能動性 ･主体性｣は有意であり (両側検

定 :t(23)-2.46,p<.05),｢拒否 ･強い自己主張｣も有意であり (両側検定 :t(23)-
2.07,p<.05),｢友人への積極性｣も有意であった (両側検定 :t(23)-2.07,p<.05)0
これら自己主張面の3下位次元はいずれも特性的自己効力感の高群の方が低群に比べて自

己制御機能の得点も高いことが明らかとなった｡自己抑制面の下位次元では ｢待機行動｣

は有意でなく (両側検定 :t(23)-0.ll,p>.05),｢他者との協調性｣は有意でなく
(両側検定 :t(23)-0.73,p>.05),｢感情抑制｣は有意でなく (両側検定 :t(23)-

.081,p>.05),｢規則への従順｣においても有意でなかった (両側検定 :t(23)-0.60,

p>.05)0
また,特性的自己効力感の高い群と低い群で自己制御機能の構造について分析してみる

と,自己主張面では ｢能動性 ･主体性｣が低く｢拒否 ･強い自己主張｣と ｢友人への積極

性｣がほぼ同程度の水準であるという結果は共通していた｡自己抑制面でも,｢待機行動｣,

｢規則への従順｣,｢感情抑制｣,｢他者との協調性｣の順に得点が低くなっていく構造は特

性的自己効力感の高群と低群において共通していた｡

Ⅳ.考察

本研究で対象となったダウン症者の特性的自己効力感の得点は,48.44点であったが,

知的障害者を対象とした先行研究 (Kojimaeta1.,200112))では51.06点であった｡従っ

て,知的障害者が抱いている特性的自己効力感とダウン症者との問には大きな違いはない

と推察される｡また,性差に関しても知的障害者を対象とした先行研究 (Kojimaeta1.,

200112))で認められておらず,性差が認めら得ない点についてもダウン症者は知的障害

者と同じような傾向と言える｡ただし,先行研究 (Kojimaetal‥ 200112))の知的障害

者の中にダウン症者が含まれていた可能性もあることを考慮しておく必要があろう｡

次に,特性的自己効力感の得点を基に,高低で2群に分けて,自己制御機能の得点につ

いてその違いを検討した｡その結果,自己主張面ではいずれの次元でも特性的自己効力感

の高い方が下位次元も高かづた｡つまり,ダウン症者の自己主張面の全ての下位次元にお
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いて,特性的自己効力感は行動の予測値として機能しており,場面や状況などの違いには

影響されないと言えよう｡

一方,自己抑制面の下位次元では,全ての下位次元で有意差は認められなかった｡多様

な結果や要因まで考慮する必要のある社会的行動にまで自己効力理論を展開するには限界

があることが指摘 (Maddux&Stanley,198613)) されている｡本研究における自己抑制
面には,｢他者との協調性｣や ｢感情抑制｣をはじめとして,他者の意図や状況など多様
な要因を考慮する必要のある社会的行動が含まれていた｡従って,このような要因から自

己抑制面と特性的自己効力感との間には関係が認められないという結果になったと推測さ

れる｡

青年期ダウン症者を対象として,特定場面の自己効力感と自己制御機能の関係について

検討した先行研究 (小島 ･池田,2001a9))では,自己制御機能と自己主張面の ｢能動性 ･

主体性｣及び ｢拒否 ･強い自己主張｣,自己抑制面の ｢待機行動｣と ｢規則への従順｣に

ついて有意な関係があった｡本研究結果と比較してみると,特定場面の自己効力感では

｢友人への積極性｣とは有意な関係がなく,逆に ｢待機行動｣,｢規則への従順｣とは関係
かあるという違いがある｡よって,特定場面の自己効力感と特性的自己効力感では影響を

及ぼす場面や状況が異なっており,特に友人関係と待機行動や規則に従う場面で違いが認

められると言える｡

なお,特性的自己効力感の高群と低群で自己制御機能の構造を比較してみると,自己主

張面及び自己抑制面ともに違いはなかった｡つまり,特性的自己効力感の高低によって自

己制御機能の構造全体には影響を与えていないと言える｡このことは,自己主張面全ての

下位次元で有意差があり,自己抑制面全ての下位次元で有意差がなかったことからも示唆

される｡そして,これら自己主張面と自己抑制面の構造は,青年期ダウン症者を対象とし

た先行研究 (小島 ･池田,2000a7)) ともはば一致しており,特性的自己効力感の高低に

よって,自己主張面の発達水準には影響を与えるものの,構造を変化させる要因にはなら

ないと推察される｡

Ⅴ.今後の課題
今後の課題としては,以下の2点があげられる｡ 1つは,特性的自己効力感を高めるこ

とによって,実際に自己制御機能も高まり行動がどの程度改善されるのか?という点につ

いて実証的に研究していく必要があろう｡その場合,自己主張面全般を扱うのではなく,

下位次元ごとに詳細に検討していく必要があると思われる｡2つめは,自己制御機能,特

性的自己効力感,特定場面の自己効力感の3つの関係について検討する必要がある｡これ

ら3つの関係について検討することは,特定場面の自己効力感あるいは特性的自己効力感

の相互の関係を明らかにするとともに,どちらかの自己効力感を操作することによって,

自己制御機能にどのような影響を及ぼすのか検討することでもある｡青年期ダウン症者に､
対する自己効力感に着目した発達支援の実践のためにも,3つの関係について詳細に検討

していくことが求められよう｡
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